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1,565万1千円を可決

◇デマンドタクシー運行事業【新規】

◇庁舎整備事業【新規】

　
平
成
25
年
第
1
回
雲
仙
市
議
会
定
例
議
会
は
、
2
月
28
日
～

3
月
28
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
3
9
5
億
1
，

5
6
5
万
1
千
円
の
当
初
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
19
人
の

議
員
が
行
い
、
金
澤
新
市
長
に
市
政
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

主な施策を紹介します
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●会計別予算内訳� （単位：千円）
会　計　名 平成25年度（a） 平成24年度（b） 増減額（a－b）

一 般 会 計 28,052,457 26,378,990 1,673,467

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 7,898,263 7,790,115 108,148
後期高齢者医療 464,996 474,045 △9,049
簡 易 水 道 事 業 1,005,816 1,019,101 △13,285
下 水 道 事 業 1,219,603 1,295,018 △75,415
国 民 宿 舎 事 業 192,820 185,002 7,818
温 泉 浴 場 事 業 11,748 10,638 1,110
と 畜 場 0 205,579 △205,579

水道事業（企業会計） 669,948 584,312 85,636
合　　計 39,515,651 37,942,800 1,572,851

一般会計
特別会計の総計395億

平成25年度当初予算

◇島原半島地域食肉センター整備事業補助金【新規】

◇仕事と子育て両立支援事業
　（病児・病後児保育事業）【新規】

◇単独電算システム事業【新規】
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○目　的　経営安定化を図る
○使用料　

区　　分 単　　位 改正後 改正前

入浴券
本市居住者 入浴1回につき 100円 50円

本市居住者以外の者 入浴1回につき 150円 150円

回数券 本市居住者 入浴券13枚綴り1冊につき 1000円 なし

○時　期　平成25年10月1日から　

雲仙市営共同浴場（浜の湯）の使用料の改正

○雲仙市議会議員及び雲仙市長の選挙に
　おける公費負担に関する条例の制定

■目的：候補者の選挙運動に要する経費負担の軽減
　　　　候補者間の選挙運動の機会均等を図るため

■内容：自動車を使用する場合	 （市長・市議会議員）
　　　　ポスターを作成する場合	（市長・市議会議員）
　　　　ビラを作成する場合	 （市長のみ）

　　　

○雲仙市選挙公報の発行に関する条例の制定　
■目的：候補者の基本情報を周知し、有権者の判断材料とするとともに
　　　　選挙に対する有権者の関心を高める。

■内容：選挙公報の発行	 （市長・市議会議員）
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◆平成25年度一般会計予算案� 【可　決】
反　対　討　論

●予算案には、いじめ防止専門委員会運営事業、仕事と子育て両立支援事業など評価できる
事業もある。しかし次のような理由から反対する。第1は市民の暮らしが厳しい状況の中
で2億4,200万円の繰上償還が予定されている。これはどうしても当該年度に返済しなけれ
ばならないものではないはずだから、市民の暮らしを助ける方面に振り向けるべきだ。第
2は住宅リフォーム緊急支援事業が4,000万円から3,000万円に減額されている。経済効果
が大きいことは確認されているのに減額は理解できない。第3は漁業振興と諫干の潮受け
堤防開門調査反対とは矛盾している。第4は国保税引き下げのための一般会計からの繰り
入れがされていない。第5は長崎新幹線に関する予算は5万円ほどだが、推進する姿勢はよ
くない。以上の点から反対する。� 【上田　篤議員】

賛　成　討　論
●平成25年度当初予算案は、280億5,245万7千円で臨時的な特殊要因（食肉センター整備支
援・国体準備事業・単独電算システム構築等）も加わったこともあり、前年度に比べて6．
3％の増額となる積極予算が編成されている。
　主要な新規事業は、庁舎整備計画が立案され、合併特例債を有効に活用できる平成32年
度までに計画的な庁舎整備を行うとされ、平成25年度は本庁舎増設等の基本設計及び実施
設計経費や市単独の電算システム等を構築して、事務の効率化により住民サービス向上を
図る事業経費が計上されている。
　福祉事業では、仕事と子育て両立支援事業として病児・病後児の保育事業や子ども夜間
救急医療支援事業等が計上されている。予算案は雲仙市の厳しい財政状況を乗り切るため、
行財政の健全化に努めるとともに市民生活に直結する事業等には積極的な展開を図りなが
ら、全力で雲仙市の発展に努力されている予算案であると判断する。各常任委員会の採決
は全て可決であり賛成する。　　� 【浦川康二議員】

　
◆平成25年度国民健康保険特別会計予算案� 【可　決】

反　対　討　論
●国保とは医療のセーフティネット、最後の砦（とりで）だ。高齢者、無職者、病人など医
療が必要で低所得の人たちが多く加入している。ここが他の保険との大きな違いだ。国や
自治体が支援することは当然である。国保危機の一番の原因は、国保への国庫負担が削減
されたことにある。市も限界にある国保加入者を助けるためにもっと努力すべきである。
� 【上田　篤議員】

賛　成　討　論
●国民健康保険税は、給付と負担の原則にて課税を行っており、被保険者の負担増とならな
いように財源調整を行ってきた。国保会計に対し一般財源から法定に定められている補助
額以外の繰り入れは、国保加入世帯数は雲仙市全体の49％であり、国保以外の社会保険、
共済保険の皆様への負担を強いることとなり公平性を欠くこととなる。� 【平野利和議員】　

討 論
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第 1 号 専決処分した事件の承認について（平成24年度雲仙市一般会計補正予算（第
6号）） 承認

議案第 2 号 長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について 原案可決

議案第 3 号 雲仙市議会議員及び雲仙市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条
例の制定について 原案可決

議案第 4 号 雲仙市選挙公報の発行に関する条例の制定について 原案可決

議案第 5 号 雲仙市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定について 原案可決

議案第 6 号 雲仙市都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関
する基準を定める条例の制定について 原案可決

議案第 7 号 雲仙市都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 8 号 雲仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について 原案可決

議案第 9 号 雲仙市防災会議条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第10号 雲仙市災害対策本部条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第11号 雲仙市営共同浴場の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 原案可決

議案第12号 雲仙市福祉医療費の支給に関する条例及び雲仙市障害程度区分認定審査会の
委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第13号 雲仙市と畜場の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例について 原案可決

議案第14号 平成24年度雲仙市一般会計補正予算（第7号）案について 原案可決

議案第15号 平成24年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）案について 原案可決

議案第16号 平成24年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案第17号 平成24年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）案について 原案可決

議案第18号 平成24年度雲仙市と畜場特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案第19号 平成25年度雲仙市一般会計予算案について 原案可決

議案第20号 平成25年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 原案可決

議案第21号 平成25年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 原案可決

議案第22号 平成25年度雲仙市簡易水道事業特別会計予算案について 原案可決

議案第23号 平成25年度雲仙市下水道事業特別会計予算案について 原案可決

議案第24号 平成25年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 原案可決

議案第25号 平成25年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 原案可決

議案第26号 平成25年度雲仙市水道事業会計予算案について 原案可決

議案第27号 新市建設計画の一部変更について 原案可決

平成25年第1回雲仙市議会定例会　議決結果
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第28号 工事請負契約の変更について 原案可決

議案第29号 市有財産の無償譲渡について 原案可決

議案第30号 市有財産の無償貸付について 原案可決

議案第31号 教育委員会委員の任命について 原案可決

議案第32号 平成24年度雲仙市一般会計補正予算（第8号）案について 原案可決

議案第33号 平成24年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）案について 原案可決

議案第34号 平成25年度雲仙市一般会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案第35号 平成25年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

発議第 1 号 雲仙市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決

発議第 2 号 雲仙市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

発議第 3 号 参考人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

発議第 4 号 雲仙市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

発議第 5 号 雲仙市議会基本条例の一部を改正する条例について 原案可決

発議第 7 号 ＴＰＰ交渉参加に対する意見書について 原案可決

賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

結　
　
果

表
決
数

林
田　

哲
幸

坂
本　

弘
樹

酒
井　

恭
二

平
野　

利
和

浦
川　

康
二

大
久
保
信
一

深
堀　

善
彰

前
田　
　

哲

上
田　
　

篤

町
田　

康
則

松
尾　

文
昭

前
川　
　

治

大
久
保
正
美

小
畑　

吉
時

元
村　

康
一

柴
田　

安
宣

小
田　

孝
明

岩
下　
　

勝

福
田　

大
東

町
田　
　

誠

岩
永　

基
和

中
村　
　

勲

中
村　

一
明

石
田　

德
春

森
山　

繁
一

教育委員会委員の任命
について 可決 22:2 投　票 ▲ 投　票

平成25年度一般会計
予算案について 可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○▲○○○○○○○○○

平成25年度国民健康
保険特別会計予算案に
ついて

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○▲○○○○○○○○○

平成25年度後期高齢
者医療特別会計予算案
について

可決 22:2 ○○○○○○○○●○○○○○○▲○○○○○○○●○

雲仙市営共同浴場の設
置及び管理等に関する
条例の一部を改正する
条例について

可決 24:0 ○○○○○○○○○○○○○○○▲○○○○○○○○○

○は賛成　　●は反対　　▲は欠席
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ＴＰＰ交渉参加に対する意見書
　安倍晋三首相は、３月15日に環太平洋連携協定（ＴＰＰ）について、日本が
交渉に参加することを正式表明した。
　ＴＰＰに参加すれば、日本の農業が壊滅的な打撃を受けることは、政府の新
たな試算「統一試算」でも改めて示されたところであるが、それによると農業
生産額は３兆円も減り、食料自給率も40％から27％に低下するなどである。
　雲仙市の基幹産業は農業であり、これらの試算からしてもＴＰＰ参加によっ
て深刻な影響を受けることは明らかであり、それが地域経済全体に波及してい
くことは当然のことである。
　農業分野以外でも食の安全をはじめ、医療、保険、郵政、政府調達、労働な
ど広範な分野で、国民の命とくらしを守る各種の国内制度が破壊されることが
予想されるところであるが、与党である自民党は政府の交渉参加を容認する前
提として、農林水産分野の米、麦など「重要５品目」や国民皆保険制度で聖域
が確保できない場合、「脱退も辞さない」との決議を首相に提出している。
　よって、国におかれてはこの聖域の確保ができないままで、ＴＰＰ交渉に参
加することがないよう強く要望するものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年３月28日
� 長崎県雲仙市議会　　

内閣総理大臣　安倍　晋三　様

農林水産大臣　林　　芳正　様

経済産業大臣　茂木　敏充　様

厚生労働大臣　田村　憲久　様

衆議院議長　　伊吹　文明　様

参議院議長　　平田　健二　様

ＴＰＰ交渉参加に対する意見書
を国の関係省庁へ送付しました
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常任委員会報告

総
　
　
務

質
疑　
防
災
会
議
委
員
の
「
学
識
経

験
の
あ
る
者
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い

う
人
を
任
命
す
る
予
定
か
。

答
弁　
自
治
会
連
合
会
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
、
婦
人
会
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
な
ど
対
象
を
広

げ
て
任
命
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
疑　
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
は
今

回
１
億
円
を
積
立
て
総
額
約
７
億
円

と
な
る
が
、
本
庁
舎
及
び
総
合
支
所

の
整
備
に
つ
い
て
の
財
源
の
考
え

は
。

答
弁　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
合
併

特
例
債
の
活
用
を
図
り
、
そ
の
対
象

外
の
整
備
や
備
品
等
に
つ
い
て
は
、

こ
の
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
予
定
総

額
８
億
円
で
、
本
庁
舎
及
び
総
合
支

所
も
含
め
整
備
を
行
い
た
い
。

質
疑　
文
書
逓
送
費
で
市
長
の
弔
電

の
件
数
及
び
予
算
額
は
、
ま
た
弔
電

は
市
長
交
際
費
に
予
算
計
上
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答
弁　
件
数
７
４
９
件
、
一
通
あ
た

り
５
８
０
円
で
、
予
算
額
４
３
４
、

４
２
０
円
で
あ
る
。
弔
電
は
交
際
費

的
な
意
味
合
い

が
あ
る
が
、
全

庁
的
に
一
括
管

理
す
る
こ
と
が

事
務
効
率
的
で

あ
る
こ
と
、
ま

た
近
隣
他
市
に

お
い
て
も
同
様

な
取
扱
い
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

文
書
逓
送
費
に

計
上
し
た
。

質
疑　
安
全
・
安
心
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

事
業
は
、
市
民
の
安
心
と
安
全
の
確

保
と
職
員
が
安
全
に
安
心
し
て
業
務

に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
の
事
業
で
あ
る
が
、
市
民
か
ら
の

相
談
実
績
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
現
在
、
市
民
か
ら
の
相
談
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
職
員
か
ら
の
相
談

が
主
で
あ
る
。
今
後
は
市
民
か
ら
の

相
談
を
増
や
す
よ
う
な
対
応
を
取
り

た
い
。

質
疑　
婚
活
（
結
婚
活
動
）
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
事
業
の
新
年
度
の
取
り

組
み
内
容
は
。

答
弁　
新
年
度
は
、
独
自
に
婚
活
を

実
施
し
て
い
る
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
商
工
会
・
農
協
な
ど
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
組
む
こ
と
が
出
来
る
か
把
握

し
、
内
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実

さ
せ
た
い
。

質
疑　
本
庁
舎
の
増
築
庁
舎
の
基
本

設
計
・
実
施
設
計
等
に
要
す
る
委
託

料
を
計
上
し
て
あ
る
が
、
ま
だ
庁
舎

整
備
計
画
も
素
案
で
あ
り
、
組
織
体

制
も
決
定
し
な
い
段
階
で
予
算
計
上

す
る
の
は
早
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
現
状
で
は
素
案
と
い
う
形
で

し
か
公
表
で
き
な
い
段
階
で
あ
る
。

６
月
議
会
に
は
組
織
体
制
を
踏
ま

え
、
面
積
、
総
合
支
所
、
駐
車
場
等

も
含
め
、
計
画
案
の
説
明
を
行
い
、

設
計
委
託
に
進
み
た
い
。

反
対
討
論　
２
億
４
、２
０
０
万
円

繰
上
げ
償
還
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
度
４
千
万
円
の
予
算
で

あ
っ
た
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
が
今
年
度

３
千
万
円
へ
減
額
さ
れ
て
い
る
分
に

償
還
額
か
ら
充
当
す
る
考
え
は
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
国
保
会
計
に

償
還
額
等
か
ら
繰
入
れ
て
国
保
税
の

引
き
下
げ
措
置
を
取
る
べ
き
だ
、
と

考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
。

　
国
は
、
農
林
水
産
分
野
の
米
・
麦

な
ど
「
重
要
５
品
目
」
や
国
民
皆
保

険
制
度
の
聖
域
の
確
保
が
で
き
な
い

ま
ま
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
関
係
大
臣
へ
意

見
書
を
提
出
す
る
旨
の
意
見
書
を
本

会
議
へ
委
員
会
発
議
と
し
て
提
出
す

る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

　
島
原
消
防
署
北
分
署
新
庁
舎
建
設

予
定
地
及
び
市
内
消
防
施
設
詰
所
３

箇
所

雲
仙
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
案
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
対
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
実
施

付　　託　　案　　件 審議結果

雲仙市議会議員及び雲仙市長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の制定ほか4件 原案可決

平成24年度一般会計補正予算（第7号）案ほか１件 原案可決

平成25年度一般会計予算案ほか１件 原案可決

新市建設計画の一部変更について 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
10
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

北分署新庁舎建設予定地調査

雲仙市議会だより●第33号（平成25年５月）9



常任委員会報告

文
教
厚
生

　
「
浜
の
湯
」
の
本
市
居
住
者
の
使

用
料
を
１
０
０
円
に
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

質
疑　
夕
日
の
広
場
駐
車
場
に
浜
の

湯
利
用
者
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
駐

車
場
使
用
料
を
支
払
う
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
所
管
が
違
う
と
は
い
え
、

市
の
駐
車
場
に
料
金
を
支
払
う
必
要

が
あ
る
の
か
。

答
弁　
浜
の
湯
は
特
別
会
計
で
運
営

を
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
収
益
の
中

か
ら
支
払
う
べ
き
と
判
断
を
し
て

い
る
。

意
見　
近
隣
の
駐
車
場
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
、
夕
日
の
広
場
駐

車
場
に
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
駐

車
場
利
用
者
へ
周
知
を
図
っ
て
ほ

し
い
。

質
疑　
鍋
島
邸
に
こ
れ
ま
で
か
か
っ

た
費
用
及
び
今
後
必
要
と
思
わ
れ
る

費
用
は
。

答
弁　
現
在
行
っ
て
い
る
修
理
工
事

に
３
億
５
千
万
円
、
今
後
に
つ
い
て

は
文
化
庁
か
ら
防
火
設
備
設
置
の
指

導
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
費
用
が
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
年
間
の
管
理
費

が
９
３
０
万
円
程
度
か
か
っ
て
お

り
、
今
後
入
場
料
等
の
見
直
し
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
経

費
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
で
３
，

５
６
６
万
４
千
円
、
ボ
ク
シ
ン
グ
競

技
で
４
，
４
２
２
万
円
も
の
予
算
が

必
要
な
の
か
。

答
弁　
金
額
の
積
み
上
げ
に
つ
い
て

は
先
催
県
を
参
考
に
し
、
長
崎
県
と

も
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
行
っ
て

お
り
、
国
体
本
番
に
向
け
て
確
か
な

運
営
を
行
う
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

質
疑　
み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
、
施
設
を
運
営
す
る
上
で
収

支
の
検
証
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答
弁　
施
設
の
老
朽
化
や
設
備
の
故

障
等
が
課
題
で
あ
る
が
、
早
い
時
期

に
指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
現
場
で
の
早
期

対
応
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
精
査
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

少
し
で
も
安
く
指
定
管
理
に
出
せ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
生
活
保
護
支
給
事
業
に
つ
い

て
、
雲
仙
市
の
傾
向
と
し
て
、
生
活

保
護
を
受
け
る
世
帯
数
は
増
加
し
人

数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
。

答
弁　
生
活
保
護
の
相
談
者
が
高
齢

化
し
て
き
て
お
り
、
老
人
の
一
人
世

帯
が
増
え
て
い
る
。
医
療
扶
助
が
毎

年
伸
び
て
き
て
お
り
、
今
後
も
生
活

保
護
費
は
減
少
し
な
い
と
見
込
ん
で

い
る
。

質
疑　
仕
事
と
子
育
て
両
立
支
援
事

業
（
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
）
に

つ
い
て
、
施
設
型
は
保
育
所
等
で
病

気
の
回
復
期
の
子
ど
も
を
一
時
的
に

保
育
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
看

護
師
等
の
配
置
が
必
要
で
は
な
い

の
か
。

答
弁　
施
設
型
は
利
用
児

童
10
名
に
つ
き
看
護
師
１

名
以
上
、
３
名
に
つ
き
保

育
士
１
名
以
上
を
配
置
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

訪
問
型
は
こ
の
業
務
に
従

事
す
る
た
め
の
研
修
を
受

け
た
看
護
師
や
保
育
士

が
、
病
気
の
回
復
期
及
び

回
復
期
に
至
ら
な
い
が
入

院
の
必
要
の
な
い
子
ど
も
の
自
宅
を

訪
問
し
一
時
的
に
保
育
を
行
う
が
、

１
日
何
人
の
児
童
を
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
は
、
事
業
所
に
お
け
る

看
護
師
等
の
登
録
状
況
に
よ
る
の
で

未
定
で
あ
る
。

質
疑　

ご
み
袋
販
売
事
業
に
つ
い

て
、
ご
み
袋
に
広
告
を
載
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
県
内
で
３
自
治
体
が
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
業
者
の
応
募
が
な
い

市
も
あ
り
、
今
後
経
費
等
を
含
め
て

研
究
し
た
い
。

質
疑　
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

の
補
助
金
を
、
申
請
の
時
期
に
よ
り

受
け
ら
れ
な
い
人
が
い
る
の
は
不
公

平
で
は
な
い
か
。

答
弁　
補
助
金
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

設
置
の
意
欲
を
駆
り
立
て
る
起
爆
剤

的
な
目
的
を
持
っ
た
事
業
で
あ
る
。

雲
仙
市
営
共
同
浴
場
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

つ
い
て

付　　託　　案　　件 審議結果

雲仙市営共同浴場の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する
条例ほか2件 原案可決

平成24年度一般会計補正予算（第7号）案ほか4件 原案可決

平成25年度一般会計予算案ほか4件 原案可決

工事請負契約の変更についてほか2件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い

て
、
原
案
可
決
16
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

木指小学校現地調査

雲仙市議会だより●第33号（平成25年５月）10



常任委員会報告

産
業
建
設

質
疑　
八
斗
木
地
区
農
地
整
備
事
業

に
お
け
る
国
・
県
の
予
算
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

答
弁　

国
の
予
備
費
割
当
な
ど
約

４
億
８
千
万
円
で
あ
る
。

質
疑　
雲
仙
古
湯
地
区
街
な
み
環
境

整
備
事
業
は
、
今
回
の
補
正
予
算
が

な
け
れ
ば
完
成
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。
当
初
か
ら
補
正
予
算
を
組
む

考
え
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　
平
成
23
年
度
の
施
工
分
が
平

成
24
年
度
に
く
い
込
ん
だ
こ
と
と
地

元
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
今
回
補
正

予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
、
仕
上
が
ら

な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
今
後
注
意
し

て
い
き
た
い
。

質
疑　
南
串
山
地
区
に
お
い
て
、
統

合
整
備
事
業
が
困
難
で
あ
っ
た
理
由

は
何
か
。

答
弁　
予
定
箇
所
を
水
源
と
し
た
場

合
の
湧
水
量
の
減
と
そ
れ
に
伴
う
近

辺
の
水
田
の
関
係
上
、
地
元
住
民
と

協
議
を
し
た
結
果
、
断
念
し
た
。

質
疑　
地
場
産
業
育
成
の
た
め
、
共

通
物
品
の
納
入
な
ど
に
は
、
地
元
企

業
を
使
っ
て
欲
し
い
。
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
基
本
的
に
は
市
内
業
者
を
中

心
に
考
え
て
い
る
が
、
市
内
で
の
調

達
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。

質
疑　
金
澤
市
長
就
任
に
よ
り
、
平

成
25
年
度
か
ら
の
入
札
制
度
に
変
更

は
生
じ
る
の
か
。

答
弁　
従
来
ど
お
り
で
あ
る
。

質
疑　
農
援
隊
利
用
農
家
支
援
事
業

で
あ
っ
た
が
、
今
回
名
称
が
農
援
隊

支
援
事
業
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

答
弁　
平
成
24
年
度
ま
で
は
対
象
を

個
人
と
し
て
い
た
が
、
平
成
25
年
度

か
ら
は
組
織
の
確
立
の
た
め
の
支
援

と
な
る
こ
と
に
よ
り
変
更
し
て
い
る
。

質
疑　
担
い
手
支
援
相
談
窓
口
設
置

事
業
に
お
け
る
農
業
相
談
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
業
務
内
容
は
。

答
弁　
国
・
県
・
市
な
ど
へ
の
仲
介

も
含
め
、
新
規
就
農
、
農
業
の
法
人

化
、
農
地
の
確
保
、
各
種
制
度
の
周

知
な
ど
総
合
的
な
支
援
業
務
で
あ
る
。

質
疑　
６
次
産
業
化
推
進
支
援
事
業

に
お
い
て
、
市
独
自
の
考
え
は
な
い

の
か
。

答
弁　
２
分
の
１
の
国
の
補
助
に
対

し
、
市
で
10
％
上
乗
せ
を
し
、
少
し

で
も
個
人
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、

後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
愛
津
原
地
区
農
地
整
備
事
業

に
お
け
る
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁　
現
在
認
定
農
家
な
ど
を
中
心

に
60
％
か
ら
70
％
の
賛
同
を
得
て
い

る
。
今
後
、
個
別
土
地
持
ち
農
家
へ

意
向
調
査
も
含
め
て
事
業
同
意
取
得

を
行
う
。

質
疑　
雲
仙
市
観
光
協
議
会

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　
現
在
見
直
し
を
し
て

い
る
。
島
原
半
島
観
光
連
盟

が
中
心
と
な
り
、
半
島
３
市

で
観
光
窓
口
を
１
本
化
し
よ

う
と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｕ
（
ガ
マ
ダ
ス
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
も
あ
る
た

め
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
疑　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
効
果
は
あ
っ
て
い
る
の
か
。
今
後

続
け
て
い
く
の
か
。

答
弁　
出
店
し
て
い
る
３
市
で
５
年

目
を
迎
え
る
平
成
26
年
度
に
お
い

て
、
今
ま
で
の
効
果
な
ど
を
協
議
検

証
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　

今
回
議
案
第
17
号
に
お
い

て
、
南
串
山
地
区
の
水
源
確
保
が
断

念
さ
れ
て
い
る
が
、
今
度
は
ど
こ
で

予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
南
串
山
地
区
の
諏
訪
の
池
地

区
周
辺
で
計
画
し
て
い
る
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
案
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
案
に

つ
い
て

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

つ
い
て

平
成
25
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
案
に
つ
い
て

付　　託　　案　　件 審議結果
専決処分した事件の承認について（平成24年度一般会計補正予算（第
6号）） 承　　認

準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定につい
てほか2件 原案可決

平成25年度一般会計予算案についてほか4件 原案可決
平成24年度一般会計補正予算（第7号）案についてほか5件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
１
件
、
原
案
可
決
14

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

パークホテル現地調査
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金澤市政のここが聞きたい

 

浦
川
議
員 　
市
長
は
企
業
経
営

の
経
験
を
生
か
し
、
経
営
感
覚
を

持
っ
て
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置

で
市
政
運
営
に
取
組
む
と
表
明
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
具
体
的
方
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
私
が
考
え
る
経
営

感
覚
を
持
っ
て
の
市
政
運
営
と

は
、
第
1
に
市
民
の
視
点
・
立
ち

位
置
で
の
市
民
満
足
度
の
向
上
を

図
る
こ
と
。
第
2
に
事
業
の
成
果

主
義
に
よ
る
情
報
公
開
を
行
う
こ

と
。
第
3
に
改
善
の
意
識
を
持
っ

て
省
力
化
、効
率
化
を
図
る
こ
と
。

こ
の
3
つ
の
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。

 
浦
川
議
員 　
平
成
25
年
度
の
予

算
編
成
方
針
は
、
昨
年
10
月
策
定

さ
れ
て
い
る
が
、
12
月
に
国
の
政

権
交
代
、
1
月
に
は
市
長
の
交
代

が
行
わ
れ
て
お
り
、
修
正
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
政
権
交
代
に

よ
る
国
の
予
算
情
報
が
十
分
で
は

な
く
修
正
は
し
て
い
な
い
。
新
市

長
へ
の
対
応
は
就
任
早
々
に
予
算

編
成
方
針
を
説
明
し
、
基
本
的
な

事
項
は
前
市
長
の
取
り
組
み
を
踏

襲
す
る
こ
と
で
了
承
を
得
て
い
る
。

 

浦
川
議
員 　
市
長
の
9
項
目
の

重
点
事
業
に
対
す
る
予
算
配
分
額

及
び
前
年
度
と
の
比
較
は
。

 

畑
中
部
長 　
平
成
25
年
度
9
項

目
の
重
点
事
業
に
配
分
し
た
予

算
額
は
1
7
4
億
3
，9
0
0
万

円
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
し
て

14
億
4
千
万
円
が
増
額
と
な
っ
て

い
る
。

新市長の市政運営は

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

経
営
感
覚
で
の

�

市
政
運
営
と
は

平
成
25
年
度
の
予
算
編
成
は

市長

サポート
庁内会議

プロジェクト制

部方針書

課方針書

部長

課長

担当職員

経

営

理

念

リーダー
シップ 報

告

トップマネジメント

一般質問 19名の議員が金澤新市長に対し、
これからの市政について一般質問を行いました。

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

浦川　康二…P12
町田　康則…P13
町田　　誠…P13
石田　德春…P14
前川　　治…P14

林田　哲幸…P15
坂本　弘樹…P15
深堀　善彰…P16
中村　一明…P16
上田　　篤…P17

小畑　吉時…P17
平野　利和…P18
福田　大東…P18
岩下　　勝…P19
元村　康一…P19

柴田　安宣…P20
酒井　恭二…P20
小田　孝明…P21
中村　　勲…P21

雲仙市議会だより●第33号（平成25年５月）12



一般質問

 

町
田
議
員 　
東
京
都
の
小
学
校

に
お
い
て
、
乳
製
品
ア
レ
ル
ギ
ー

に
よ
り
11
歳
の
女
児
が
給
食
を
食

べ
た
後
死
亡
し
た
。（
平
成
24
年

12
月
）
本
市
で
は
ど
う
い
う
対
策

を
と
っ
て
い
る
か
。

 

山
野
教
育
長 　
養
護
教
諭
、
食

育
担
当
、
校
長
等
の
研
修
会
で
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童

生
徒
が
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
生

し
た
際
の
対
応
等
に
つ
い
て
研
修

を
し
て
い
る
。

 

町
田
議
員 　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発

症
す
る
と
、
原
因
物
質
の
摂
取
2

時
間
以
内
に
呼
吸
器
消
化
器
な
ど

多
臓
器
に
症
状
が
出
て
、
血
圧
低

下
な
ど
で
生
命
が
危
険
な
状
態
に

な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
エ
ピ

ペ
ン
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
教
職
員

が
打
つ
こ
と
は
医
師
法
に
違
反
し

な
い
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　
中
国
大
陸
北
西
部
か
ら
の
黄
砂

微
粒
子
状
物
質
P
M
2
・
5
対
策

は
本
市
は
大
丈
夫
か
。

 

菅
市
民
生
活
部
長 　
3
月
18
日

県
で
も
会
議
が
開
か
れ
本
市
で
も

無
線
等
で
情
報
を
流
し
た
い
。

 

町
田
議
員 　
千
々
石
海
岸
近
く

で
高
潮
と
台
風
が
重
な
り
海
水
が

排
水
口
か
ら
度
々
逆
流
す
る
。
川

尻
に
滞
積
し
た
砂
の
対
策
に
つ
い

て
も
早
急
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

学校教育環境は

 

町
田
議
員 　
公
立
新
小
浜
病
院

は
市
民
の
安
心
・
安
全
の
医
療
の

場
と
し
て
建
設
さ
れ
、
す
で
に
41

年
経
過
し
、
当
然
耐
震
対
策
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
今
年
、
国
は
緊

急
経
済
対
策
で
、
学
校
や
病
院
の

耐
震
化
推
進
と
し
て
3
兆
8
千
億

円
の
予
算
を
付
け
た
。
小
浜
病
院

の
留
保
金
・
基
金
は
い
く
ら
あ
る

の
か
。

 

金
澤
市
長 　
平
成
23
年
度
の
決

算
書
に
よ
る
と
、
病
院
の
財
政
調

整
基
金
が
約
3
億
円
、
内
部
留
保

資
金
が
約
8
億
7
千
万
円
で
あ
る
。

 

町
田
議
員 　
内
部
留
保
資
金
と

基
金
を
合
わ
せ
る
と
11
億
7
千
万

円
も
あ
り
、
病
院
の
新
築
を
考
え

て
い
く
べ
き
だ
。

 

町
田
議
員 　
12
月
議
会
で
市
長

が
不
在
で
あ
っ
た
の
で
新
市
長
に

聞
く
が
、
4
年
間
ご
と
に
も
ら
う

市
長
の
退
職
金
が
2
，0
6
1
万

円
、
副
市
長
1
，0
0
2
万
円
、

教
育
長
6
1
8
万
円
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
県
市
町
村
職
員
手
当
支
給

条
例
第
6
条
で
決
め
て
あ
る
が
、

納
税
者
た
る
市
民
感
情
か
ら
見
る

と
あ
ま
り
に
も
高
く
、
ま
さ
に
悪

法
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
全
国

の
市
で
見
直
し
が
出
て
い
る
。
金

澤
市
長
は
市
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
経
営
感
覚
を
も
っ
て
市
民
の

視
点
、
立
ち
位
置
で
市
政
運
営
に

取
り
組
み
た
い
と
言
わ
れ
た
が
ど

う
か
。

 

金
澤
市
長 　
今
の
市
民
の
感
覚

を
、
特
別

職
全
員
認

識
し
て
い

る
。
さ
ま

ざ
ま
な
検

討
を
続
け

た
い
。

小浜病院の新築計画は

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員

町
まち だ

田　　誠
まこと

議員

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の

退
職
金
の
減
額
は

市
内
学
校
教
育
環
境
は

防
災
対
策
は

公立新小浜病院

千々石川下流
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金澤市政のここが聞きたい

 

前
川
議
員 　
総
合
計
画
に
基
づ

く
雲
仙
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
今
後
、
総
合
計
画

の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
精

査
し
、
問
題
点
と
考
え
方
を
整
理

し
た
い
の
で
時
間
を
も
ら
い
た
い
。

 

前
川
議
員 　
交
通
の
拠
点
は
愛

野
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
愛
野
と

い
う
バ
ス
停
が
5
つ
あ
る
。
交
通

の
拠
点
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

 
金
澤
市
長 　
総
合
計
画
の
地
域

別
振
興
計
画
に
お
い
て
、
公
共
機

関
の
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
交
通
の

結
節
点
と
し
て
機
能
の
必
要
性
を

う
た
わ
れ
て
い
た
と
認
識
し
て
い

る
。

 

前
川
議
員 　
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
み
な
ら
ず
、
愛
野
総
合
支
所
庁

舎
、
文
化
ホ
ー
ル
を
含
め
た
複
合

的
な
施
設
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

金
澤
市
長 　
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

文
化
施
設
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
庁
舎

整
備
計
画
も
含
め
た
中
で
、
総
合

的
に
研
究
し
た
い
。

 

前
川
議
員 　
国
の
補
正
予
算
の

中
で
、
地
域
活
性
化
の
た
め
地
方

都
市
で
、
公
共
施
設
の
機
能
を
中

心
部
に
集
約
す
る
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
と

あ
る
。
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
補
正
予
算
の
中
身

を
熟
知
し
て
い
な
い
が
、
市
と
し

て
方
針
を
決
め
た
上
で
、
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

まちづくりへの取組は

 

石
田
議
員 　
福
岡
高
裁
は
漁
民

原
告
の
主
張
を
認
め
、
国
に
対
し

南
北
排
水
門
の
五
カ
年
間
常
時
開

門
を
命
じ
、
国
も
上
告
を
断
念
し

判
決
が
確
定
。
開
門
期
限
が
十
二

月
二
十
日
と
迫
る
中
、
福
岡
高
裁

判
決
を
市
長
と
し
て
、
ど
う
受
け

止
め
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

 

金
澤
市
長 　
司
法
国
家
の
中
で

確
定
し
た
判
決
は
揺
る
が
な
い
こ

と
は
、
十
分
理
解
し
て
い
る
。
国

が
実
施
し
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
は
、
開
門
し
て
も
有

明
海
全
体
の
環
境
改
善
に

は
繋
が
ら
ず
、
諫
早
湾
の
環

境
は
む
し
ろ
悪
化
す
る
方

向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
域

住
民
の
安
全
と
安
定
的
な

農
業
、
漁
業
に
つ
い
て
十
分

な
担
保
が
取
れ
な
い
以
上
、
開
門

反
対
の
意
志
を
表
明
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

石
田
議
員 　
長
崎
県
は
知
事
を

先
頭
に
開
門
反
対
で
あ
る
。
開
門

す
る
と
諫
早
湾
の
環
境
は
悪
化
す

る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
今

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
二
日
に
一
回

の
開
門
排
水
を
、
ど
う
説
明
さ
れ

る
の
か
伺
い
た
い
。
言
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
が
道
理
に
あ
わ
な
い
。

　

地
元
の
開
門
反
対
者
は
要
望

を
、
国
が
聞
き
入
れ
な
い
と
不
満

を
募
ら
せ
る
よ
う
に
、
我
々
開
門

賛
成
漁
民
も
地
元
長
崎
県
知
事
が

開
門
に
向
け
て
一
切
聞
く
耳
を
持

た
な
い
こ
と
に
、
憤
り
を
感
じ
る

事
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
調
整
池

の
排
水
に
よ
っ
て
、
日
常
的
に
苦

し
む
漁
民
の
被
害
に
は
、
県
は
目

を
閉
じ
た
ま
ま
で
あ
る
。

市長の諫干開門対応は

石
いしだ

田　德
とくはる

春議員

前
まえかわ

川　　治
おさむ

議員

諫
早
湾
干
拓
事
業
は

調整池一面を覆うアオコ

総
合
計
画
に
基
づ
く

�

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
の
拠
点
づ
く
り

複
合
施
設
づ
く
り
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一般質問

 

坂
本
議
員 　
市
面
積
の
半
分
を

占
め
る
森
林
を
元
気
で
美
し
い
も

の
に
す
る
た
め
の
方
策
は
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
現

在
、
市
有
林
の
整
備
は
年
10‌

ha
程

度
で
あ
る
が
、
補
助
事
業
を
県
等

に
相
談
し
な
が
ら
、
整
備
面
積
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

 

坂
本
議
員 　
切
捨
間
伐
整
備
に

よ
り
間
伐
材
が
山
に
放
置
さ
れ
て

い
る
が
、こ
の
間
伐
材
の
活
用
は
。

 

酒
井
部
長 　
市
内
の
2
業
者
が

県
の
地
域
資
源
活
用
事
業
化
推
進

事
業
の
中
で
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の

活
用
を
調
査
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
間
伐
材
の
活
用
に
支
援
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

坂
本
議
員 　
森
林
整
備
に
他
業

種
の
参
入
は
出
来
な
い
か
。

 

酒
井
部
長 　
県
に
て
建
設
業
・

造
園
業
等
を
対
象
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
等
の
林
業
に
携
わ
る
た
め
の

研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後

企
業
参
入
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

 

坂
本
議
員 　
林
道
路
網
整
備
に

よ
り
公
共
事
業
を
増
や
せ
な
い
か
。

 

酒
井
部
長 　
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。
補
助
事
業
を
活
用
し
、
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

 

坂
本
議
員 　
神
代
小
路
地
区
に

あ
る
警
察
官
舎
跡
地
を
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
購
入
で
き
な
い
か
。

 

山
野
教
育
長 　
跡
地
の
利
用
計

画
を
立
て
、
研
究
し
て
み
た
い
。

森林をきれいにしよう

57号代替道路の整備は

 

林
田
議
員 　
い
ま
だ
に
事
業
化

に
至
っ
て
い
な
い
愛
野
・
小
浜
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
国
道
57
号
の
代
替

道
路
と
し
て
、
早
期
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
今
後
も
早

期
の
整
備
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
い
く
。

 

林
田
議
員 　
市
道
木
場
山
領
線

の
早
期
完
成
が
必
要
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
平
成
21

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
予

定
で
整
備
を
進
め
て
い
て
、
現
在

は
用
地
交
渉
の
段
階
。

 

林
田
議
員 　
期
間
を
短
縮
で
き

な
い
か
。

 

野
口
部
長 　
用
地
も
完
全
で
な

い
状
況
で
は
、
対
応
が
難
し
い
。

 

林
田
議
員 　
観
光
業
は
雲
仙
市

に
と
っ
て
、
ど
う
い
う
位
置
づ
け

か
。

 

金
澤
市
長 　
観
光
業
は
、
農
林

水
産
業
と
と
も
に
本
市
の
基
幹
産

業
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
幅
広
い

産
業
と
密
に
関
連
し
た
非
常
に
す

そ
野
の
広
い
総
合
産
業
で
あ
り
、

他
産
業
に
与
え
る
経
済
効
果
は
非

常
に
大
き
い
も
の
だ
と
考
え
る
。

 
林
田
議
員 　
市
内
の
地
域
資
源

や
各
種
事
業
を
観
光
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
職
員
が

様
々
な
事
業
の
把
握
、
情
報
の
共

有
を
行
う
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。

 

町
田
副
市
長 　
観
光
に
つ
い
て

市
役
所
の
中
で
扱
う
部
署
、
雲
仙

市
内
の
事
業
、
視
察
の
対
象
に
な

る
よ
う
な
事
業
に
つ
い
て
の
一
元

化
の
窓
口
は
必
要
だ
と
思
う
の

で
、
今
後
、
部
署
を
ま
と
め
て
、

一
つ
の
窓
口
で
対
応
で
き
る
よ

う
、
検
討
、
研
究
を
し
た
い
と
思

う
。

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員

観
光
振
興
は

森
林
・
林
業
の
振
興
は

警
察
官
舎
跡
地
の
活
用
は

広
域
的
な
道
路
整
備
は

警察官舎跡地
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金澤市政のここが聞きたい

 

中
村
議
員 　
吾
妻
庁
舎
一
部
3

階
建
に
つ
い
て
、
設
計
着
工
時
期

費
用
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
。

 

金
澤
市
長 　
昨
年
の
議
会
で
特

別
議
決
に
よ
り
条
例
が
改
正
さ

れ
、
事
務
所
位
置
の
決
定
を
重
く

受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
。
整

備
に
つ
い
て
は
吾
妻
庁
舎
、
千
々

石
庁
舎
の
3
階
を
改
造
し
本
庁

機
能
と
し
て
不
足
す
る
面
積

1
，
8
0
0
㎡
を
増
築
す
る
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
25
年
度

に
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
行

い
、
着
工
は
26
年
度
か
ら
27
年
度

に
か
け
別
館
の
解
体
及
び
増
築
庁

舎
の
建
設
工
事
を
行
う
。
費
用
は

千
々
石
庁
舎
の
整
備
も
合
せ
5
億

円
を
考
え
て
い
る
。
特
例
債
は
活

用
し
な
が
ら
財
源
と
す
る
。

 

中
村
議
員 　
市
長
の
施
政
方
針

の
補
完
シ
ス
テ
ム
と
は
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
21

年
よ
り
国
の
緊
急
雇
用
対
策
に
よ

り
、
島
原
雲
仙
農
協
が
主
体
と
な

り
労
力
補
完
を
し
て
い
た
。
25
年

は
運
営
主
体
に
助
成
し
て
い
く
。

 

中
村
議
員 　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
今
後
の
継
続
に
つ
い
て
。

 

酒
井
部
長 　
今
年
は
限
度
額
を

15
万
円
、
市
内
産
木
材
1
㎥
以
上

使
用
ま
た
は
水
洗
化
工
事
を
行
っ

た
場
合
は
20
万
円
を
限
度
に
助
成

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
塚
ノ
山
地
区　
日
切
の
急
傾
斜

地
対
策
に
つ
い
て

庁舎整備の特例債活用

 

深
堀
議
員 　
自
治
会
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
ど

の
様
に
考
え
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
核
家
族
化
や
高
齢

者
世
帯
の
増
加
等
、
自
治
会
規
模

の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
各
自
治
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
集
会
所

等
の
問
題
も
あ
り
、
一
概
に
戸
数

等
の
適
正
規
模
を
示
す
こ
と
は
難

し
い
。

 

深
堀
議
員 　
高
齢
化
や
規
模
が

小
さ
く
な
っ
た
自
治
会
に
つ
い
て

は
、
大
変
難
し
い
問
題
で
あ
る
と

思
う
が
、
合
併
な
ど
市
と
し
て
の

方
針
、
あ
る
い
は
相
談
に
来
ら
れ

た
時
の
対
応
策
を
講
じ
て
お
く
時

期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

 

菅
市
民
生
活
部
長 　
人
口
推
計

を
見
る
と
、
更
な
る
高
齢
化
が
進

み
、
人
口
減
少
も
起
き
て
く
る
こ

と
か
ら
、
自
治
会
運
営
も
厳
し
い

状
況
に
成
る
と
想
定
さ
れ
る
。
先

ず
は
、
自
治
会
や
自
治
会
長
連
合

会
の
中
で
協
議
し
て
頂
き
、
課
題

や
問
題
点
等
を
洗
い
出
す
必
要
が

あ
る
。

他
の
質
問

◦
活
性
化
団
体
の
育
成
に
つ
い
て

◦
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

◦
有
明
フ
ェ
リ
ー
の
活
用
策
に
つ

い
て

◦
力
強
い
産
業
と
仕
事
づ
く
り
の

た
め
の
担
い
手
育
成
策
に
つ
い

て
◦
地
場
産
業
の
育
成
を
か
ね
た
企

業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

◦
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

総合計画のまちづくり

深
ふかほり

堀　善
よしあき

彰議員

中
なかむら

村　一
かずあき

明議員

み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く

り市
と
自
治
会
は
相
互
に
補
完

庁
舎
整
備
は

農
援
隊
補
完
シ
ス
テ
ム
は

雲仙市役所吾妻庁舎
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一般質問

 

小
畑
議
員 　
国
見
町
多
比
良
埋

立
地
が
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

体
」
馬
術
競
技
会
場
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
県
が
平
成

5
年
に
埋
立
に
着
工
し
20
年
が
経

過
し
た
。
国
体
終
了
後
は
ど
の
よ

う
に
利
用
す
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
埋
立
て
が
完
了
し

て
い
る
14‌

ha
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
市
の
土
地
利
用
計
画
を
ま
と

め
、
県
と
協
議
し
て
部
分
竣
工
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
市
民

参
加
の
ア
イ
デ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
意
見
を
聞
き
国
見
地
域
審
議

会
で
も
協
議
し
て
い
る
。
今
後
も

市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
利
活

用
計
画
の
作
成
す
る
。

 
小
畑
議
員 　
会
場
へ
の
取
付
け

道
路
設
置
に
つ
い
て
は
当
初
計
画

及
び
変
更
後
の
説
明
が
事
後
報
告

で
あ
り
地
元
の
意
見
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。今
後
ど
う
す
る
の
か
。

 

山
野
教
育
長 　
取
付
け
道
路
の

位
置
決
定
に
あ
た
り
議
員
や
地
元

住
民
へ
の
事
前
の
説
明
で
配
慮
が

足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
反
省

し
て
い
る
。
今
後
は
十
分
事
前
説

明
を
行
い
地
元
の
意
見
も
よ
く
聞

い
て
進
め
て
い
く
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
国
道
と

国
見
総
合
支
所
か
ら
の
交
差
点
付

近
を
埋
立
地
の
進
入
口
と
し
て
利

活
用
計
画
を
策
定
し
た
い
。

 

小
畑
議
員 　
住
民
か
ら
の
訴
え

に
よ
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
旧
国

見
町
時
代
に
発
行
さ
れ
た
国
見
町

郷
土
誌
が
大
量
に
改
善
セ
ン

タ
ー
内
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
昭
和
59
年
度
に
5
千

部
発
行
し
、
今
年
2
月
時
点
で

1
，1
1
3
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

 

教
育
長 　
指
摘
さ
れ
る
ま
で
こ

の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

反
省
し
て
い
る
。
今
後
は
広
く
住

民
に
周
知
し
販
売
に
努
め
、
寄
付

者
等
へ
の
進
呈
な
ど
も
考
え
た
い
。

 

小
畑
議
員 　
早
急
な
対
応
を
要

望
す
る
。

多比良埋立地の活用は

国保税の引下げは急務

 

上
田
議
員 　
雲
仙
市
の
国
保
税

は
年
所
得
2
0
0
万
円
で
税
額

37
万
円
余
で
あ
る
。
高
い
と
は
思

わ
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
高
い
と
は
思
う
。

 

上
田
議
員 　
予
算
で
は
国
保
基

金
か
ら
2
億
円
の
繰
入
を
し
、
残

額
は
わ
ず
か
だ
。
し
か
し
、
国
保

税
が
高
い
の
は
は
っ
き
り
し
て
お

り
、
引
下
げ
は
必
要
だ
。
も
う
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
す
る
し
か

な
い
。

 

菅
市
民
生
活
部
長 　
島
原
市
で

は
国
保
会
計
を
維
持
す
る
た
め
に

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
行
っ

た
。
県
内
各
地
で
税
率
の
引
上
げ

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

 

上
田
議
員 　
国
保
財
政
危
機
の

基
本
に
あ
る
の
は
、
国
の
繰
入
が

20
年
前
の
半
分
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
滞
納
者
も
、
限
界
だ
と
い
う

人
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

た
上
で
対
策
を
立
て
て
も
ら
い
た

い
。

 
上
田
議
員 　
体
罰
に
つ
い
て
の

認
識
は
ど
う
か
。

 
金
澤
市
長 　
学
校
教
育
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
許
さ
れ
な
い
行
為

だ
。

 

山
野
教
育
長 　
学
校
教
育
法
第

11
条
に
体
罰
は
加
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
明
記
し
て
あ
る
。
指
導

者
と
子
ど
も
の
信
頼
関
係
を
な
く

す
し
、
体
罰
に
よ
る
教
育
効
果
も

期
待
で
き
な
い
。

上
うえだ

田　　篤
あつし

議員

小
おば た

畑　吉
よしとき

時議員

国
体
終
了
後
の
活
用
は

国
見
町
郷
土
誌
は

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で

�

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

い
か
な
る
場
合
で
も
体
罰
は

�

許
さ
れ
な
い
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金澤市政のここが聞きたい

市長の経営感覚とは

 

金
澤
市
長 　
市
政
運
営
に
お
い

て
は
行
政
の
目
線
で
は
な
く
、
市

民
の
目
線
で
考
え
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
、
数
値
目
標

を
定
め
、
行
政
評
価
を
行
い
な

が
ら
、
前
例
踏
襲
で
は
な
く
、

常
に
コ
ス
ト
意
識
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
効
果
的
、
効
率
的
な
行

政
運
営
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
で
、
市
役
所
が
地
域
で
の
最
大

の
サ
ー
ビ
ス
業
と
な
り
得
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。

　
経
営
感
覚
を
施
策
に
ど
う
繋
げ

て
い
く
か
で
あ
る
が
、
総
合
計
画

の
一
つ
一
つ
を
精
査
し
問
題
点
を

整
理
し
、今
後
の
施
策
に
繋
げ
る
。

　
岸
川
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
本
部
長
　

一
番
大
き
い
の
は
景
気
の
低
迷
。

二
番
目
に
旅
行
形
態
の
変
化
。
三

番
目
に
九
州
新
幹
線
の
影
響
等
が

考
え
ら
れ
る
。

 

福
田
議
員 　
抜
け
て
い
る
事
が

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
観
光
宣
伝
の

拙
さ
、不
足
で
あ
る
。コ
マ
ー
シ
ャ

ル
の
原
則
は
、
継
続
的
に
執
拗
に

行
わ
な
い
と
効
果
が
な
い
。現
在
、

雲
仙
温
泉
の
全
国
的
知
名
度
19
位

で
、
か
つ
て
は
2
位
が
最
高
で

あ
っ
た
。
近
年
低
迷
を
続
け
て
い

る
。
入
湯
税
が
観
光
宣
伝
に
い
く

ら
使
わ
れ
て
い
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
把
握
し
て
い
な
い
。

 

福
田
議
員 　
目
的
税
で
あ
る
入

湯
税
収
入
が
、約
6
，5
0
0
万
円

あ
る
。こ
の
内
、20
％
1
，3
0
0

万
円
、
30
％
1
，9
0
0
万
円
。

　
こ
れ
を
原
資
に
観
光
宣
伝
に
力

を
い
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

菅
市
民
生
活
部
長 　
現
在
未
納

額
は
約
12
億
5
千
万
円
で
あ
る
。

 

福
田
議
員 　
一
生
懸
命
に
納
税

を
さ
れ
て
い
る
方
と
、
不
公
平
に

な
ら
な
い
よ
う
に
対
策
チ
ー
ム
、

体
制
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。
金

澤
市
長
な
ら
で
き
る
と
信
じ
て
い

る
。

 

平
野
議
員 　
地
域
高
規
格
道
路

島
原
道
路
と
愛
野
小
浜
バ
イ
パ
ス

の
整
備
に
つ
い
て
、
新
市
長
の
考

え
方
は
。

 

金
澤
市
長 　
愛
野
森
山
バ
イ
パ

ス
は
平
成
25
年
度
中
供
用
開
始
に

向
け
進
め
ら
れ
、
吾
妻
愛
野
バ
イ

パ
ス
は
平
成
29
年
度
完
成
予
定
。

吾
妻
島
原
間
は
、
早
期
完
成
に
向

け
事
業
推
進
に
努
め
る
。
愛
野
小

浜
バ
イ
パ
ス
は
、
県
、
国
へ
要
望

活
動
に
取
組
む
。

 

平
野
議
員 　
子
供
達
の
健
康
を

守
る
「
あ
い
う
べ
体
操
」
の
導
入

を
検
討
で
き
な
い
か
。
口
呼
吸
か

ら
鼻
呼
吸
に
す
る
事
に
よ
り
、
体

内
に
雑
菌
の
侵
入
を
防
ぎ
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
に
も
な

り
、
学
年
閉
鎖
、
学
級
閉
鎖
が
ゼ

ロ
に
な
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
が
。

 

山
野
教
育
長 　
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
予
防
策
の
一
つ
と
し
て
、
学

校
に
紹
介
し
た
い
。

 

平
野
議
員 　
資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
公
共
施
設
に
設
置
を
提
案
す

る
。

 
菅
市
民
生
活
部
長 　
4
月
1
日

か
ら
総
合
支
所
、
本
庁
に
小
型
の

設
置
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
P
R
を
し

て
い
く
。

他
の
質
問

◦
福
祉
施
策

◦
防
犯
灯
の
現
状

◦
観
光
施
策

新市長としての取組み

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

福
ふく だ

田　大
だいとう

東議員

交
通
網
の
整
備
は

教
育
施
策
は

環
境
問
題
は

市
長
の
経
営
感
覚
と

�

市
政
へ
の
導
入
方
針
は

低
迷
す
る
本
市
観
光
の

�

主
原
因
は
何
か

増
え
続
け
る
未
納
税
金
の

�

回
収
対
策
は
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一般質問

交通体系の整備は

愛野小浜バイパス建設

 

元
村
議
員 　
愛
野
小
浜
間
は
国

道
が
一
本
あ
る
だ
け
で
、
万
一
災

害
等
で
遮
断
さ
れ
た
場
合
代
替
道

路
が
な
い
。
特
に
、
小
浜
町
の
出

口
で
あ
る
一
妙
寺
か
ら
石
合
の
給

油
所
間
は
急
峻
な
崖
で
大
変
危
険

な
箇
所
で
あ
り
、
こ
こ
が
も
し
崩

れ
た
ら
、
北
村
方
面
へ
は
完
全
ス

ト
ッ
プ
と
な
る
。
災
害
対
策
や
観

光
客
増
加
に
よ
る
地
域
振
興
、
救

急
救
命
率
の
向
上
な
ど
、
小
浜
、

南
串
山
を
含
む
半
島
西
南
部
の
住

民
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
命
の
道

で
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
愛
野
小
浜
バ
イ
パ
ス
の

代
替
ル
ー
ト
と
し
て
、
鬢び
ん
ぐ
し串
か
ら

山
領
間
の
小
浜
バ
イ
パ
ス
構
想
が

上
が
っ
て
い
る
が
是
非
実
現
し
て

欲
し
い
。
市
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
愛
野
小
浜
バ
イ
パ

ス
を
命
の
道
と
し
て
、
地
元
選
出

の
県
議
会
議
員
、
国
会
議
員
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
県
、
国
、
政
権

与
党
の
自
民
党
、公
明
党
に
対
し
、

早
期
実
現
に
向
け
要
望
を
し
て
い

く
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
山
領
か

ら
鬢
串
ま
で
の
代
替
道
路
は
必
要

な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
研
究
し
て
い
く
。

 

元
村
議
員 　
未
婚
化
晩
婚
化
の

要
因
は
、
個
人
の
結
婚
に
対
す
る

考
え
方
で
あ
る
が
、
結
婚
は
し
た

い
と
思
う
け
ど
出
合
い
の
場
が
な

い
と
い
う
理
由
が
一
番
多
い
よ
う

で
あ
る
。結
婚
は
出
産
や
少
子
化
、

定
住
対
策
な
ど
の
人
口
対
策
、
後

継
者
対
策
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
に

関
連
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、
も

う
少
し
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
対
策
や
、
地
域
活
性
化
の

面
か
ら
、
婚
活
支
援
を
行
う
必
要

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

岩
下
議
員 　
今
年
度
か
ら
国
見

町
、
瑞
穂
町
に
お
い
て
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
が
概
要
に
つ
い
て
は
。

 

菅
市
民
生
活
部
長 　
平
成
23
年

の
意
向
調
査
を
も
と
に
、
公
共
交

通
の
空
白
地
帯
対
策
で
、
国
土
交

通
省
の
認
定
を
受
け
て
の
運
行
で

あ
る
。
国
見
町
2
業
者
、
瑞
穂
町

1
業
者
の
予
定
、
利
用
は
予
約
制

で
前
日
の
午
後
9
時
ま
で
予
約
が

必
要
、
運
行
は
午
前
・
午
後
各
3

便
で
乗
降
地
は
各
路
線
20
ヶ
所
ぐ

ら
い
予
定
。

　
料
金
は
一
律
5
0
0
円
、
学
生

は
半
額
・
小
学
生
未
満
は
無
料
だ

が
同
伴
者
が
必
要
。
期
間
は
4
月

か
ら
9
月
ま
で
土
日
・
祝
日
を
除

く
、
10
月
以
降
は
利
用
状
況
を
見

て
対
応
す
る
。

 

岩
下
議
員 　
平
成
13
年
、
オ
ー

プ
ン
以
来
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、年
々
減
少
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
公
募
に
応
募
が
な

か
っ
た
が
要
因
は
。
ま
た
現
状
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
。

 
山
野
教
育
長 　
平
成
24
年
度
の

利
用
者
は
月
平
均
5
千
人
余
り
で

あ
る
。指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、

水
中
ポ
ン
プ
や
、
設
備
、
機
械
等

の
老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
多
く
、

安
定
し
た
運
営
が
で
き
な
い
の
が

応
募
が
な
い
原
因
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

水
中
ポ
ン
プ
の
故
障
を
含
め
、
利

用
者
数
、収
支
の
状
況
等
に
よ
り
、

存
続
か
、沸
か
し
湯
に
す
る
の
か
、

総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

岩
下
議
員 　
千
年
の
湯
の
存
続

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
協
力
と
理

解
が
必
要
で
あ
る
。

岩
いわした

下　　勝
まさる

議員

元
もとむら

村　康
やすかず

一議員

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

�
運
行
は

千
年
の
湯
、

�

現
状
と
方
向
性
は

バ
イ
パ
ス
建
設
実
現
に

�

向
け
た
対
応
は

結
婚
活
動
支
援
は
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金澤市政のここが聞きたい

 

酒
井
議
員 　
一
昨
年
の
雲
仙
市

の
事
務
所
の
位
置
の
変
更
の
議
論

の
際
、
市
の
説
明
で
は
増
築
規
模

を
1
，3
0
0
㎡
と
し
て
い
た
が
、

整
備
計
画
で
は
1
，
8
0
0
㎡
の

増
築
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
な

ぜ
1
，
3
0
0
㎡
増
築
す
る
と
説

明
し
た
の
か
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
現
状
に

お
い
て
不
足
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
合

計
が
1
，3
0
0
㎡
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
検
討
す
る
中
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
考
え
る
と
、

別
館
を
解
体
し
増
築
整
備
す
る
こ

と
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
た
。

 
酒
井
議
員 　
当
時
、
議
会
、
市

民
説
明
会
で
別
館
を
残
し
、
1
，

3
0
0
㎡
増
築
す
る
と
言
わ
れ
た

の
は
、
周
り
の
状
況
も
見
て
い
な

い
机
上
の
考
え
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
か
。

 

酒
井
議
員 　
当
時
の
議
論
の
中

で
、
新
庁
舎
と
併
設
で
、
老
朽
化

し
た
愛
野
町
公
民
館
の
建
替
の
主

張
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
は
、
公
民

館
の
建
替
費
用
が
多
大
に
か
か
る

と
主
張
さ
れ
て
い
た
市
が
、
整
備

計
画
で
、
老
朽
化
し
た
愛
野
総
合

支
所
の
建
替
の
た
め
に
、
現
愛
野

町
公
民
館
を
解
体
し
併
設
で
建
替

え
る
計
画
は
矛
盾
し
な
い
か
。

 

近
藤
課
長 　
ま
っ
た
く
矛
盾
し

て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。

 

酒
井
議
員 　

条
例
改
正
か
ら

9
ヶ
月
後
の
庁
舎
整
備
検
討
委
員

会
の
開
催
は
遅
い
の
で
は
。
特
例

債
の
期
限
が
延
長
さ
れ
た
か
ら
よ

か
っ
た
が
、
も
っ
と
早
く
整
備
計

画
は
作
る
べ
き
で
は
。

 

町
田
副
市
長 　
遅
れ
た
点
は
お

詫
び
す
る
。

なぜ庁舎整備大幅増

 

柴
田
議
員 　
吾
妻
増
築
案
は
当

初
計
画
の
一
人
当
り
職
員
面
積
の

半
分
し
か
な
く
、
事
務
効
率
の
向

上
、執
務
環
境
の
改
善
が
図
れ
ず
、

逆
に
会
議
室
不
足
、
駐
車
場
の
大

巾
不
足
を
増
幅
す
る
事
に
な
り
か

ね
な
い
。
総
合
支
所
機
能
の
充
実

を
含
め
て
多
面
的
な
考
え
で
取
組

む
べ
き
と
思
う
が
。

 

金
澤
市
長 　
庁
舎
整
備
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
も
の
を
尊
重
し
、
議
会
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

 

柴
田
議
員 　
地
域
高
規
格
道
路

整
備
中
の
今
、
工
業
団
地
を
造
成

し
て
企
業
誘
致
の
準
備
を
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
現
在
計
画
中
の

愛
野
町
の
愛
津
原
ほ
場
整
備
事
業

の
関
係
者
は
都
市
に
期
待
し
て
い

る
人
も
多
く
、
一
元
的
な
圃
場
整

備
で
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
工
業
団
地
も
造
り
な
が
ら
圃

場
整
備
を
行
え
ば
両
立
す
る
と
思

う
が
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
市

と
し
て
も
同
様
の
考
え
方
で
進
め

て
い
き
た
い
。
大
規
模
な
工
業
団

地
に
な
る
と
関
係
機
関
と
の
協

議
・
調
整
を
十
分
行
う
必
要
が
あ

る
が
、積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

 
柴
田
議
員 　
T
P
P
は
物
品
の

貿
易
以
外
に
金
融
、
建
設
、
医
療

と
多
岐
に
わ
た
り
経
済
界
に
も
厳

し
い
影
響
が
予
測
さ
れ
て
い
る

が
、
特
に
農
林
水
産
業
の
被
害
は

年
間
総
生
産
額
の
50
％
を
越
え
る

事
が
予
想
さ
れ
る
。
市
は
ど
う
対

応
す
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
安
倍
総
理
は
交
渉

参
加
を
正
式
に
発
表
さ
れ
て
い

る
。
何
も
対
策
を
講
じ
な
い
で
の

交
渉
参
加
に
は
他
市
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
反
対
し
て
行
き
、
万
全

の
対
策
を
講
じ
る
様
要
望
活
動
も

行
う
。

新市長に新政策を問う

柴
しばた

田　安
やすのぶ

宣議員

酒
さか い

井　恭
きょうじ

二議員

庁
舎
整
備
は

T
P
P
へ
の
対
応
は

工
業
団
地
造
成
に
よ
る

�

人
口
減
対
策

増
築
規
模
が
、
1
3
0
0
㎡

か
ら
1
8
0
0
㎡
に

総
合
支
所
と
併
設
で

�

愛
野
町
公
民
館
建
替

庁
舎
整
備
計
画
に

�

合
併
特
例
債
の
活
用
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一般質問

 

中
村
議
員 　
市
長
就
任
に
当
た

り
市
政
の
舵
取
り
役
を
担
う
こ
と

か
ら
職
員
へ
三
つ
の
行
動
を
指
示

さ
れ
た
。

　
一
つ
は
、
嘘
を
つ
か
ず
現
実
を

あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、
情
報
の
迅
速
化
、

特
に
悪
い
情
報
ほ
ど
一
秒
で
も
早

く
報
告
す
る
こ
と
。

　
三
つ
目
は
、
仕
事
の
無
駄
を
省

き
、
仕
事
の
優
先
順
位
を
明
確
に

す
る
こ
と
。と
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

職
務
上
最
も
重
要
な
項
目
で
あ
り

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
な
ぜ
三

つ
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
か
。
何
か

あ
っ
て
の
指
示
な
の
か
、
そ
の
真

意
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
市
役
所

は
、
市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
業

で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
う
が
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
役
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
指
示

さ
れ
て
な
い
。
先
般
、
一
般
市
民

か
ら
私
に
対
し
て
、「
役
所
の
敷

居
が
高
い
、
職
員
は
、
市
民
に
対

し
て
、
上
か
ら
の
目
線
で
見
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
役
所
に
入
っ

て
も
一
人
と
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら

挨
拶
を
し
な
い
限
り
決
し
て
職
員

か
ら
挨
拶
さ
れ
た
事
は
な
い
」
と

苦
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
話
を
聞
く

ま
で
は
、
全
職
員
が
、
忠
実
で
親

切
に
対
応
し
、
一
生
懸
命
仕
事
に

従
事
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
た
が
、
こ
の
意
見
を
聞
い
て
、

甚
だ
遺
憾
に
思
っ
た
。
市
長
は
こ

の
意
見
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
、
伺
い
た
い
。

 

金
澤
市
長 　
最
近
の
市
の
不
祥

事
に
か
ん
が
み
、
そ
の
再
発
防
止

の
意
味
か
ら
も
、
職
員
へ
の
行
動

範
囲
と
し
て
最
初
の
挨
拶
の
中

で
、
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
あ
い
さ
つ
の

件
は
全
職
員
に
指
示
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

◦
成
年
後
見
制
度
支
援
事
業

◦
設
備
資
金
利
子
助
成
制
度
に
つ

い
て

新市長　三つの指示は

 

小
田
議
員 　
馬
術
競
技
大
会
後

の
埋
立
地
へ
の
進
入
路
は
国
見
総

合
支
所
前
の
市
道
と
国
道
2
5
1

号
と
接
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

跡
地
付
近
か
ら
取
り
付
け
て
、
信

号
機
の
設
置
さ
れ
た
交
差
点
を
地

域
は
望
ん
で
い
る
。
市
長
の
見
解

は
。

 

金
澤
市
長 　
地
域
の
意
向
も
あ

る
。し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

小
田
議
員 　
受
診
率
向
上
等
の

面
か
ら
も
、
島
原
、
南
島
原
、
諫

早
市
が
実
施
し
て
い
る
人
間
ド
ッ

ク
を
本
市
も
利
用
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
隣
接
市
の
病
院
で
の
特

定
健
診
も
利
用
で
き
る
よ
う
市
民

の
立
場
で
取
り
組
め
な
い
か
。

 

菅
市
民
生
活
部
長 　
地
域
の
利

便
性
、
か
か
り
つ
け
医
、
補
助
の

形
態
、
契
約
等
十
分
研
究
し
平
成

25
年
度
か
ら
整
理
し
て
い
く
。

 

小
田
議
員 　
市
施
設
の
利
用
予

約
時
に
一
回
使
用
料
を
払
っ
た
。

　
講
師
の
都
合
で
予
約
し
て
い
た

日
を
変
更
す
る
日
で
再
度
予
約

し
、
使
用
料
を
払
っ
た
と
聞
く
が

事
実
な
の
か
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
調

査
し
て
6
件
あ
っ
た
。
大
変
迷
惑

を
か
け
た
。今
後
注
意
し
て
い
く
。

 
小
田
議
員 　
体
育
館
で
の
卓
球

使
用
料
と
他
施
設
で
卓
球
を
さ
れ

る
場
合
の
使
用
料
が
不
均
衡
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
施
設
使
用
に
関

す
る
条
例
・
規
則
が
不
統
一
で
見

直
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

 

町
田
副
市
長 　
職
員
が
条
例
の

解
釈
を
誤
っ
た
こ
と
は
お
詫
び
す

る
。
今
後
市
の
施
設
の
使
用
料
を

公
平
化
と
い
う
面
か
ら
見
直
し
を

行
い
た
い
。

そ
の
他
一
般
質
問
事
項

◦
入
札
無
効
に
よ
る
契
約
の
中
止

等
に
つ
い
て

埋立地への進入道路

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

中
なかむら

村　　勲
いさお

議員

市
長
の
施
政
方
針
よ
り

一
回
の
使
用
で

�

二
回
の
使
用
料
支
払

市
外
の
病
院
で
も
特
定
健
診

人
間
ド
ッ
ク
利
用
を
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

●
平
成
25
年
第
1
回
市
議
会
に
大
い

に
期
待
で
す
。
金
澤
　
秀
三
郎
新
市

長
の
施
政
方
針
と
具
体
策
に
対
す
る

議
会
の
品
格
あ
る
活
発
な
質
疑
で
、

雲
仙
市
の
将
来
に
夢
と
希
望
を
抱
き

た
い
か
ら
で
す
。
議
会
は
「
議
会
基

本
条
例
」
に
忠
実
に
「
市
民
へ
の
情

報
発
信
」と「
市
民
へ
の
説
明
責
任
」

を
堂
々
と
全
う
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
市
民
は
議
会
活
動
を
、
議
員
の

姿
を
見
て
い
ま
す
。
市
民
も
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
・
職
域
に
お
い
て
努
力
研

鑽
い
た
し
ま
す
。
市
民
・
議
会
・
行

政
の
3
本
の
矢
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
小
浜
町
・
宮
田
隆
さ
ん
）

●
も
っ
と
詳
細
な
論
議
は
な
か
っ
た

の
か
。
議
員
の
質
問
に
答
え
る
市
当

局
の
文
言
が
少
な
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
等
、

議
員
と
一
般
市
民
の
熱
心
な
議
論
が

必
要
で
し
ょ
う
。
議
会
で
は
情
報
収

集
・
確
認
だ
け
で
な
く
、
政
策
提
案

ま
で
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
吾
妻
町
・
岩
永
好
博
さ
ん
）

●
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
。
市
長

の
退
職
金
は
い
く
ら
な
の
か
雲
仙
市

民
の
方
々
は
関
心
が
あ
っ
た
。
雲
仙

市
長
の
給
与
は
（
年
額
）
1
，

2
8
4
万
円
。
な
る
べ
く
退
職
金
が

な
い
よ
う
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
今
年
の
11
月
に
市
議
会
議
員
の
選

挙
が
あ
る
か
ら
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

�

（
愛
野
町
・
川
本
武
雄
さ
ん
）

●
市
議
会
の
内
容
が
公
開
さ
れ
る
の

で
、
経
済
・
教
育
・
老
人
の
こ
と
が

わ
か
り
、
地
場
産
業
の
育
成
拡
張
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
各
議
員
さ
ん
が
農
業
出
身
者
、
観

光
に
詳
し
い
人
、
い
ろ
い
ろ
お
ら
れ

る
の
で
議
論
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
小
浜
町
・
西
原
清
博
さ
ん
）

●
言
葉
を
文
章
に
す
る
と
き
、
一
字

違
っ
た
だ
け
で
全
体
か
ら
受
け
る
印

象
が
真
意
か
ら
外
れ
る
事
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
答
え
が
ス

ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る
よ
う
、
今
後
も

曇
り
な
き
眼
に
て
編
集
作
業
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。

　「
教
育
予
算
を
拡
充
し
30
人
以
下

学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」
は

な
ぜ
だ
か
的
外
れ
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。
国
を
頼
る
前
に
小
規
模
学
校
を

フ
ル
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
市
内
だ
け
で
解
決
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
に
と
っ

て
も
そ
の
方
が
…
。

�

（
小
浜
町
・
川
村
公
良
さ
ん
）

●
納
税
者
と
し
て
、
市
長・副
市
長・

教
育
長
の
退
職
金
は
他
の
市
町
村
に

肩
を
並
べ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　
市
議
会
は
朝
の
9
時
よ
り
始
め
て

く
だ
さ
い
。
傍
聴
人
も
多
く
な
り
ま

す
。
国
会
も
9
時
か
ら
昼
の
12
時
ま

で
休
み
な
し
で
ぶ
っ
通
し
で
す
。

　
昔
な
じ
み
の
朝
6
時
の
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

�
（
吾
妻
町
・
井
川
廣
さ
ん
）

●
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
、
市
長
・

副
市
長
・
教
育
長
の
退
職
金
の
多
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。
市
民
の
平
均
的

な
生
活
水
準
に
見
合
っ
た
金
額
に
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

　
各
議
員
の
方
は
市
民
の
代
表
と
し

て
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
等
の
給

与
・
退
職
金
等
を
見
直
し
て
も
ら
い

た
い
。
雲
仙
市
の
厳
し
い
財
政
状
況

も
考
え
て
く
だ
さ
い
。

�

（
愛
野
町
・
ペ
ン
ネ
ー
ム

�

柴
橋
尚
哉
さ
ん
）

●
特
に
一
般
質
問
な
ど
、
女
性
の
関

心
を
引
く
も
の
が
少
な
い
と
思
う
。

　
議
員
さ
ん
に
市
民
の
意
見
を
聞
い

て
い
た
だ
く
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
る
事
で
、
一
般
質
問
の
内
容

も
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
…
。
例
え

ば
、
公
民
館
の
使
用
法
な
ど
管
理
す

る
側
か
ら
の
要
望
ば
か
り
で
、
使
用

者
の
意
見
が
上
に
届
か
な
い
。
せ
っ

か
く
定
着
し
つ
つ
あ
る
生
涯
学
習
が

衰
退
す
る
の
が
目
に
見
え
る
。
市
民

が
主
役
と
言
う
主
旨
を
も
う
一
度
考

え
て
ほ
し
い
。

�

（
愛
野
町
・
松
尾
貴
子
さ
ん
）

市民の皆様から「議会だより」にいただいたご意見や
ご感想をご紹介します。
（文章は抜粋を掲載しています）

声
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、前回から議会だ
よりに返信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、50円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

議 会 用 語 解 説
政務活動費について
　条例改正によりこれまでの「政務調査費」から「政務活動費」に名称が変わりました。
　交付目的を「議員の調査研究その他の活動に資するため」に改め、政務活動費を充てることができる
経費の範囲を定めています。
　雲仙市議会の場合、議員一人あたり月額15,000円交付されます。

・調査研究費…議員が行う市の事務、地方行政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
・研修費…議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
・広報費…議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費
・広聴費…�議員が行う住民からの市政及び議員の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要

する経費
・要請・陳情活動費…議員が要請・陳情活動を行うために必要な経費
・会議費…議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費
・資料作成費…議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
・資料購入費…議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
・人件費…議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費
・事務所費…議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

議長は、政務活動費については、その使途の透明性の確保に努めることとする。
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郵　便　は　が　き

長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地

（議会だより33号）

ご氏名
ふりが な

ご住所

電話番号（　　　　　　）－（　　　）－（　　　　　）

※議会だよりに掲載させていただく場合、イニシャルやペンネーム
　を希望される場合は記入ください。

雲仙市役所　議会事務局
「議会広報編集特別委員会」　行

……………………………………………………………

お手数ですが
50円切手を
お貼り下さい

８ ５ ９ １ １ ０ ７
編 集 後 記

この印刷物は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
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号33
議会を傍聴してみませんか？

平成25年第2回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
6月6日（木）～ 6月28日（金）です

■一般質問　　　6月10日（月）～ 14日（金）
■議案質疑　　　6月17日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　6月18日（火）、19日（水）
　　産業建設常任委員会　　6月20日（木）、21日（金）
　　総務常任委員会　　　　6月24日（月）、25日（火）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

　2月28日から3月28日までの29日間、
新市長のもとで、本年最初の定例会が開
催されました。新市長に多くの議員が、
一般質問を行いましたが、まだ就任して
間もない為か、市長答弁が少なく感じら
れた議会でした。
　新年度が始まり、現議員の任期も半年
余となりました。私達広報委員会では、
多くの市民の方々に読んで頂けるような
誌面にするべく色々な改善を図りなが
ら、議会だよりを発行していきます。皆
様のご意見をお聞かせ頂ければと思いま
す。� （酒井　恭二）

議会広報編集特別委員会
委員長　上田篤　　副委員長　浦川康二
委　員　中村一明、岩下勝、町田康則
　　　　平野利和、酒井恭二
　　　　坂本弘樹、林田哲幸
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